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１．はじめに 

 近年、全国的に大雪による気象災害が増加しており、道

路管理上、大きな影響を及ぼしている。直近では、24時間

降雪量の増大、積雪深さの観測史上最大の更新等冬期大雪

により、例年を上回る除排雪の実施や交通障害、農業施設

等への被害、人的・物的被害が相次いだ。道路の交通傷害、

大規模な車両の滞留は社会経済活動のみならず、人命にも

影響を及ぼしかねない状況である。 

本稿では、令和3年度に酒田河川国道事務所管理の国道7

号山形県酒田市広野地区において発生した吹雪による視程

障害について、発生状況とその対応策、タイムラインの策

定を紹介する。 

 

２．冬季の気象状況 

 視程障害により通行止めを行った山形県酒田市広野付近

は山形県の沿岸部に位置しており、管内の観測所では過去

5ヶ年平均（H28～R2）で累加降雪量105cm、最大積雪深

27cmであり県内でも比較的少雪の地域である。 

 

 

 

 

 

 

 

 令和3年12月26日～令和4年1月7日の11日間で管内観測所

では累加降雪量68cm、最大積雪深23cmを記録しており、短

期間で過去5ヶ年平均値に近い数値を記録している。12月

26日からまとまった降雪が始まり26日には日降雪量が23cm

を観測した。気温についても平均気温が3.4～-2.1℃（0℃

越えは期間中3日間のみ）を記録しており、過去5ヶ年での

記録より低く推移し、雪質は軽く湿り気のない雪で西・西

北西からの風が強く吹き、前方が確認できない状態となっ

ていた。 

12月26日に観測した降雪量は23cmで20cm以上の観測は平

成30年以来であり、以降も降雪が続き積雪が減らなかった。

気温は過去5ヶ年の平均でも0℃以下になることが少なく比

較的気温は高く（4℃～5℃程度）、風速も平均では4m/s程

度が記録されているが、27日の日平均風速が10.3 m/s（西

北西）を記録している。12月27日の酒田市広野地区は上記

の気象条件から視程障害によるスタックが発生し大規模な

渋滞を引き起こした。 

 

 図１ 酒田管内図 

グラフ1 5ヶ年累加降雪量 

グラフ2 5ヶ年積雪深 



 

 

 

 

 

３．通行止め・スタック状況 

 視程障害発生後の現地状況をまとめると、降雪量が多く

除雪した雪が路肩へ積み上がり通行可能な幅員がとれなく

なった。合わせて風速も強いため西側から吹雪となり  

視程障害の発生、反対車線側の路肩へ吹きだまりができあ

がり、速度低下・車両同士の接触を恐れ止まってしまいス

タックへつながる状況ができあがった。 

 12月27日22時頃スタック発生、迂回路を設定し警察と合

同で通行止めを行った。まず、スタック車両が1台下り線

側にいるため、上り線車両の排除を先に行い、除雪を開始

した。下り線側はスタック車両を排除したのち、下り線側

の除雪も開始したが、降雪と風が続いていたため通行止め 

解除ができる状況ではなくその後も除雪を続け深夜から始 

めた通行止めを解除できたのは早朝になってからであった。 

４．視程障害について 

 視程障害の発生原因と考えられる部分について説明する。

国道7号酒田市広野地区では既設の防雪柵が設置されてい

る。設置されている防雪柵は2種類あり吹き払い式と高機

能型吹き止め柵、今回スタックが発生した箇所は吹き払い

式を設置している箇所であった。地形的な条件としては国

道7号が南北に直線であり、西側に防雪柵が設置されてい 

る。その防雪柵の背面（西側）は田んぼが広がっている平 

 

 

 

 

 

 
 

 

地となっている。当時の風向は西側から吹いており、平地 

に積もった雪をまとめて吹き上げ、地吹雪となって国道7

号を襲う状況であった。そのため吹き払い式の防雪柵の反

対車線には大きく吹きだまりができた。 

酒田　令和3年度12月～1月

平均 降雪 最深積雪
風速 風速 風向 風速 風向 合計 値

26 -2.1 0.2 -4.2 8.1 14 西北西 24.6 西北西 23 23
27 -0.8 0.3 -3.4 10.3 13.7 西北西 24.1 西北西 -- 22
28 0 2.7 -3.2 8.8 14.7 西北西 25.7 西北西 2 14
29 2.6 6.9 -1.4 4.7 8.1 西 14.3 南南西 -- 13
30 1.5 3.4 -0.9 4.3 9.9 北北西 16.9 北北西 2 5
31 -1.9 0.4 -3.7 9.2 12.6 西北西 23.1 北西 2 6
1 -1.1 2.7 -4.7 9.6 14.1 西北西 25.4 西北西 4 7
2 3.4 6.2 1 6 12.3 西北西 21 西北西 2 5
3 1.4 2.7 -0.2 7.5 10.3 西北西 18.8 西北西 5 6
4 -0.5 0.8 -2.6 7.7 14.1 西北西 23.2 西北西 9 13
5 -0.4 2.1 -2.9 5.7 10.5 北西 18 北西 1 8
6 -0.3 1.2 -1.9 2.5 5.1 東南東 6.4 南東 7 12
7 1.3 2.7 -1.4 7.9 12.3 西北西 21.8 西北西 11 19
8 2.9 6.3 0.2 4.7 7.8 西北西 13.5 西北西 -- 15
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図 2 スタック発生状況 

表 1 令和 3年度気象状況 

写真 1 国道 7号酒田市広野地区 視程状況 

写真 2 国道 7号酒田市広野地区 



 

 

 

防雪柵の設計内容を確認したところ、現状の防雪柵につ

いて機能が不足している訳ではなく、アメダス（酒田）観

測所の積雪深、気温、風速データから算出した気象条件を

元に既設防雪柵の評価を行うと30年確率の設計積雪深

68.7cm、設計吹きだまり量30m3/mとなり、防雪柵の柵高の

グラフへ照らし合わせると現状の柵高で満足するものとな

っている。 

 

５．タイムラインの策定 

 令和3年度酒田市広野地区で発生したスタック、通行止

めは前述12月27日を含め合計3回発生している。現在まで

に大雪警報発令時のタイムラインは存在したが、個別箇所 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 視程障害発生当時の防雪柵状況図 

写真 3 国道 7号酒田市広野地区 防雪柵状況 

表 2 設計積雪深（30年確率） 

表 3 設計吹きだまり量（30年確率） 



 

 

に対するタイムラインが無かったため新たな視程障害対応

タイムラインを策定することとした。タイムラインの策定

では東北地方整備局で契約している気象予測業務の日予測

と現在までの気象状況を参考にした。 

 策定されたタイムラインでは3回発生している視程障害 

の通行止めの開始～解除までの時間、前後の気象状況より

予測業務で配信される資料で「気温0℃以下、風速10m/s以

上」が確認された時間より3時間前から維持業者、事務所

職員にて体制をとるように取り決めた。 

 

 

 

 

今回策定したタイムラインについては初期の条件となる

ため見逃しがないよう条件を緩和している。策定当時は降

雪状況等も加えるか議論となったが、空振りが多くなって

もいいので見逃しをしないよう策定している。今後はタイ

ムラインを基に対応を行い足りない部分があったら更新し、

昨今の突発的な気象へ対応していく。 

 

６．おわりに 

異状気象による大雪災害が発生する昨今、今後もこのよう

な異常事態に迅速に対応できるようにするため、国道事務

所間、協力会社、気象事業者、メディア等との連携を密に

行いながら、円滑な冬期道路管理を進めていくことが必要

である。 

 

 

引用元：国土地理院地図 

道路吹雪対策マニュアル（平成23 年改訂版） 

    気象庁 アメダス（酒田）観測所 観測データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１ 国土交通省 東北地方整備局 酒田河川国道事務 所 道路管理課（〒998-0011 山形県酒田市上安町1-2-1） 

時間 維持業者 職員
－３ｈ ST参集準備
－２ｈ 各持場待機 事務所等準備
－１ｈ 除雪車　準備 現地の各持ち場待機

　０ｈ
風速１０ｍ／ｓ
気温０℃以下

風速１０ｍ／ｓ
気温０℃以下

表 4 柵高評価決定 

表 5 気象予測表（赤枠内通行止め実施時間） 

表 6 タイムライン 


